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「計画的避難区域」の年間被ばく線量２０ミリシーベルトと、 

福島県内の学校の放射線被ばく安全基準についての質問書 

 

子どもの年間被ばく限度は２０ミリシーベルトなのか 

 

原子力安全委員会 御中 

文部科学省 御中 

 

 政府は、「計画的避難区域」について、年間被ばく線量を２０ミリシーベルトと設定し、それ以

下の場合は避難の必要なしとする見解を示している。 

今回、福島県内の学校の放射線被ばく安全基準について、内閣府原子力安全委員会は４月１３

日、年間の累積被ばく放射線量について「子どもは１０ミリシーベルト程度に抑えるのが望まし

い」との見解を示し、１０ミリシーベルトを目安とするよう文部科学省に伝えたと報道されてい

る。この経緯について原子力安全委員の代谷誠治委員は記者会見で、「校庭で土壌から巻き上げら

れた放射性物質を吸い込み、内部被ばくする場合のあることを考慮すべきだ、少なくとも大人の

半分をめざすべきだ」と述べた。 

ところがその後、文部科学省は４月１４日の参議院文教科学委員会で、「基準は２０ミリシーベ

ルト」と答弁した。また、４月１５日の閣議後の会見で高木文部科学大臣は、「目標は２０ミリシ

ーベルト」と語り、子どもの年間被ばく限度も一般人と同等に扱うとしている。 

 

（１）文部科学省は、子どもにも一般成人と同じ２０ミリシーベルトの年間被ばく限度を適用す

るという見解なのか。 

そうであれば、その理由と根拠を示すこと。 

 

（２）子どもの放射線にたいする感受性は成人よりも高く、より厳しい基準が必要である。文部

科学省としては、子どもについて、どの程度考慮すべきと考えているのか。 

 

（３）安全委員会は、「計画的避難区域」の年間被ばく限度２０ミリシーベルトという見解を示し

ている。 

①この見解は、安全委員会としていつ発表したのか、その文章を示すこと。 

②この見解の根拠を示すこと。 

③「計画的避難区域」について、子どもの被ばく限度に関する設定はあるのか。 

 

（４）安全委員会の代谷誠治委員は、「子ども１０ミリシーベルト」について、個人的見解とも述

べている。これは個人的見解なのか、安全委員会としての見解なのか。 

  安全委員会としての見解であれば、この見解をどのように文部科学省に伝えたのか。文章が

あれば示すこと。 

 

（５）文部科学省が示した、子ども２０ミリシーベルトの被ばく限度は撤回し、少なくとも現行

の１ミリシーベルトを維持するべきではないか。 

 

 

 


